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小学校児童 13 名，B小学校児童 25 名，大学の体育の授業において，2012 年にA大学学生 82
名，B大学学生 18 名を対象として，障害者スポ ツーを体験する前後に質問紙調査を実施した（調
査項目は結果のグラフを参照）。調査項目は，先行研究を参考に選定し（安井 1998，2004，藤田
2003，吉岡・内田 2007，2009），回答は，「非常にそう思う」（1点），「ややそう思う」（2点），「あま




































効回答数 639,回収率 53.4％）と，藤田が承諾を得られた43 都道府県 1432の総合型クラブを対
象（2009 年現在）に実施した調査（有効回答数 468,回収率 32.7％），笹川スポーツ財団（以下，
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